
鶴
岡
市
議
会
に
対
す
る

市
の
主
要
事
項
説
明
会
が

８
日
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
策
の
充
実

で
は
、
中
学
卒
業
ま
で
の

医
療
費
無
償
化
が
、

歳
18

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

共
産
党
市
議
団
が
選
挙

で
掲
げ
て
い
た
公
約
が
実

現
さ
れ
ま
す
。

今
年
７
月
か
ら
実
施
の

予
定
で
す
。

月
市
議
会
で
、
「

12

18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

を
求
め
る
意
見
書
」
が
、

全
会
一
致
可
決
さ
れ
た
こ

と
が
力
に
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
策
で
は
他

に
、
特
定
不
妊
治
療
（
生

殖
補
助
医
療
）費
助
成
と
、

妊
婦
へ
の
歯
科
検
診
（
無

料
）
が
あ
り
ま
す
。

第
三
学
区
学
童
改
築

第
三
学
区
学
童
保
育
施

設
の
改
築
は
、

若
葉
町
地
内

の
松
本
十
郎

生
家
跡
地
の

用
地
を
取
得

し
、
建
設
を

進
め
ま
す
。

令
和
５
年

度
に
基
本
計

画
を
策
定
し
、

６
年
度
に
実

施
設
計
と
用
地
取
得
、
７

年
度
か
ら
工
事
着
工
し
、

８
年
度
に
移
転
開
所
す
る

計
画
で
す
。

新
産
業
団
地
の
造
成

新
た
な
産
業
団
地
の
造

成
は
、
鶴
岡
西
工
業
団
地

隣
接
地
の
約

㌶
で
、
農

15

村
産
業
法
に
基
づ
く
実
施

計
画
を
提
出
し
、
県
と
の

調
整
を
進
め
ま
す
。

地
権
者
等
へ
の
説
明
会

は
、

月

日
と

日
に

12

7

8

行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に

㌶
の
需
要
が

24

見
込
ま
れ
る
と
し
て
、
引

き
続
き
候
補
地
の
選
定
を

進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

加
茂
水
族
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事

加
茂
水
族
館
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事
は

月
、
資

11

材
費
高
騰
な
ど
の
影
響
で

入
札
が
中
止
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

工
事
見
直
し
で
は
、
売

店
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
レ

ス
ト
ラ
ン
拡
張
は
見
送

り
、
ク
ラ
ゲ
展
示
ス
ペ
ー

ス
の
拡
張
と
、
外
構
工
事

に
縮
小
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
後
半
に
工

事
着
工
、
８
年
度
内
に
オ

ー
プ
ン
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

看
護
学
校
改
築

荘
内
看
護
専
門
学
校
の

改
築
は
、
旧
税
務
署
解
体

後
に
工
事
着
工
し
ま
す
。

国
の
解
体
工
事
は

月
12

１
日
に
完
了
予
定
で
、
学

校
の
オ
ー
プ
ン
は
令
和
８

年
度
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

鶴
岡
病
院
跡
地
に
サ
ッ

カ
ー
場

高
坂
に
あ
る
県
の
旧
鶴

岡
病
院
は
、
市
に
無
償
譲

渡
さ
れ
、
市
が
解
体
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

跡
地
活
用
は
、
人
工
芝

サ
ッ
カ
ー
場
を
市
が
整
備

し
、
令
和
９
年
度
に
オ
ー

プ
ン
を
想
定
し
て
い
ま

す
。解

体
と
整
備
費
用
は
、

県
と
市
で
応
分
の
負
担
を

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

主
要
事
項
説
明
会
で
は

他
に
、
酒
田
市
と
庄
内
町

と
の
水
道
事
業
の
広
域

化
、
国
民
健
康
保
険
税
の

県
内
統
一
の
留
保
、
鶴
岡

市
国
際
化
推
進
プ
ラ
ン
の

策
定
、
西
目
地
内
の
土
砂

災
害
の
経
過
に
つ
い
て
、

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
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県
と
し
て
無
償
化
・
軽
減
な
ど
の
市
町

村
へ
の
支
援
を
図
っ
て
い
く
べ
き
」
と

問
い
ま
し
た
。

答
弁
は
「
状
況
を
把
握
し
、
政
府
の

動
向
を
関
心
を
持
っ
て
注
視
し
て
い

く
」
と
い
う
も
の
に
と
ど
ま
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
も
市
町
村
の
無
償
化
へ
の

動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。

鶴
岡
市
の
５
ヶ
月
間
の
無
償
化
で
、

約
１
億
８
千
万
円
と
多
額
の
財
源
を
要

す
る
施
策
で
あ
り
、
継
続
の
た
め
に
県

の
支
援
を
何
と
し
て
も
実
現
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
も
そ
も
は
「
国

は
何
を
や
っ
て
る
の
か
？
」
と
い
う
問

題
で
す
。（
県
議

関

徹
）

鶴
岡
市
が
今

年
度
実
施
し
て

い
る
学
校
給
食

無
償
化
に
つ
い

て
、
保
護
者
の
歓
迎
と
「
来
年
度
以
降

も
続
け
て
欲
し
い
」
と
い
う
声
が
拡
が

り
、
署
名
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

私
も
県
議
会
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。
一
期
目
の
２
０
１
７
年
６
月
県
議

会
一
般
質
問
で
は
、
「
学
校
給
食
は
憲

法

条
が
規
定
す
る
等
し
く
教
育
を
受

26
け
る
権
利
保
障
の
一
環
。
格
差
と
貧
困

の
拡
大
の
中
、
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き

い
。
無
償
の
は
ず
の
義
務
教
育
の
中
で

給
食
費
の
負
担
は
重
く
、軽
減
は
重
要
。

市議会３月定例会日程（予定）
※開会時刻は10：00です。

２月28日（火）本会議（開会、提案説明、

総括質問（坂本昌栄議員）

３月１日（水）予算特別委員会

２日（木）本会議（一般質問）

３日（金）本会議（一般質問）

６日（月）本会議（一般質問）

共産党市議団10:00予定）
７日（火）本会議・予算特別委員会

８日（水）常任委員会（総務）

９日（木）常任委員会（市民文教）

１０日（金）常任委員会（厚生）

１３日（月）常任委員会（産業建設）

２２日（水）予算特別委員会

２３日（木）本会議（閉会）

※請願の締め切りは、２月２０日(月) 13時

第三学区学童保育建設予定地

「
新
政
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
」

号
が
発
行
さ
れ
、
鶴
岡

28市
議
会
議
員
政
治
倫
理
審

査
会
の
記
事
の
中
で
、
共

産
党
市
議
団
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



山
形
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
（
広
域

連
合
長
・
佐
藤
孝
弘
山
形

市
長
）
の
２
月
定
例
会
が

８
日
開
催
さ
れ
、
議
員
と

し
て
菅
井
巌
議
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

定
例
会
に
先
立
ち
行
わ

れ
た
協
議
会
で
は
、
今
年

度
の
運
営
状
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

被
保
険
者
は
全
県
・
11

月
末
時
点
で

万
２
３
３

19

４
人
、
昨
年

月
か
ら
の

10

制
度
改
悪
で
窓
口
負
担
が

２
割
と
な
っ
た
人
は
２
万

６
２
０
７
人
に
、
一
般
・

低
所
得
者
（
１
割
負
担
）

が

万
９
１
２
３
人
、
現

15
役
並
み
所
得
（
３
割
負
担
）

が
７
０
０
４
人
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
審
議
で
菅
井
議
員

は
、
健
康
診
査
受
診
率
を

向
上
さ
せ
る
と
し
て
、
国

の
特
別
調
整
交
付
金
を
財

源
に
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

の
Ｃ
Ｍ
や
健
診
ポ
ス
タ
ー

に
よ
る
周
知
な
ど
約
１
千

万
円
の
拡
充
予
算
に
、「
県

内
の
市
町
村
ご
と
の
受
診

率
格
差
の
実
態
を
的
確
に

つ
か
み
、
そ
れ
ぞ
れ
に
寄

添
っ
た
受
診
率
向
上
の
支

援
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
の

繰
越
金
が

億
３
６
３
７

45

万
円
、
給
付
費
等
準
備
の

基
金
残
高
が

億
９
５
９

37

万
円
に
積
み
増
し
さ
れ
、

「
昨
年
の
２
月
定
例
会
に

お
い
て
、
国
の
高
齢
者
負

担
率
に
沿
っ
た
保
険
料
率

の
引
き
上
げ
は
問
題
だ
っ

た
」
と
指
摘
し
、
「
基
金

を
取
崩
し
て
、
保
険
料
負

担
の
軽
減
を
図
る
べ
き
で

は
な
か
っ
た
の
か
」
と
述

べ
ま
し
た
。

櫛引庁舎産業建設課入札結果
（ ）内は予定価格

2月9日入札分
・市道松根羽黒線防護柵設置工事（たらのき
代地内）（入札4業者、落札抽選）
(株)国善工業 2,700,000円（2,990,000円）

工期～3/27（落札率90.30％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
2月9日入札分

・鶴岡公園東駐車場周辺歩道植栽桝舗装工事
中止

水道課入札結果（ ）内は予定価格
2月10日入札分

・森片地内径200粍配水管仮設工事（森片地
内）（入札7業者うち1業者欠席）
森建設工業(株) 26,000,000円（26,610,000円）

工期～6/30（落札率97.71％）

令
和
４
年
度
第
３
回
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

が

日
、
開
か
れ
ま
し
た
。

10「
国
保
税
水
準
の
県
内

統
一
」
に
つ
い
て
、
県
に

「
保
留
」
を
回
答
す
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

市
は
当
初
、
「
統
一
に

合
意
で
き
な
い
」
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
他
市
町
村

が
「
合
意
」
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
昨
年
５
月
に
庁

内
検
討
会
で
「
統
一
に
合

意
す
る
」
と
回
答
し
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
県
か
ら

月
11

に
「
完
全
統
一
に
向
け
た

検
討
の
前
倒
し
」
が
照
会

さ
れ
、
市
は
「
急
に
進
め

方
の
変
更
を
提
案
し
て
い

る
」
、「
県
は
完
全
統
一
の

内
容
に
つ
い
て
何
ら
示
し

て
い
な
い
」
と
し
て
、「
合

意
」
を
撤
回
し
ま
し
た
。

国
保
税
の
県
内
統
一

は
、
市
独
自
に
市
民
負
担

軽
減
の
取
り
組
み
が
で
き

な
く
な
り
、
大
き
な
問
題

で
す
。

出
産
一
時
金
増
額

出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
は
、
今
年
４
月
か
ら
改

定
前
の

万
円
か
ら

万

42

50

円
に
増
額
し
ま
す
。

財
源
は
、
国
民
健
康
保

険
税
３
分
の
１
、
地
方
交

付
税
３
分
の
２
で
す
。

令
和
６
年
度
か
ら
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら

財
源
の
一
部
を
回
す
と

し
、

歳
以
上
の
後
期
高

75

齢
者
医
療
の
保
険
料
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

限
度
額
１
０
４
万
円
に

国
保
税
条
例
の
一
部
改

正
で
は
、
国
保
税
の
課
税

限
度
額
を
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
（

万
円
）
を

20

２
万
円
引
き
上
げ

万
円

22

と
し
、
基
礎
分
（

万
円
）

65

と
介
護
納
付
金
分
（

万
17

円
）
は
据
え
置
き
、
限
度

額
合
計
を
１
０
２
万
円
か

ら
１
０
４
万
円
に
ア
ッ
プ

し
ま
す
。

坂
本
昌
栄
委
員
は
「
課

税
限
度
額
は
こ
こ
数
年
毎

年
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
も

そ
も
国
保
税
は
高
く
、
負

担
が
多
す
ぎ
る
」
と
述
べ
、

反
対
し
ま
し
た
。

低
所
得
世
帯
へ
の
税
額

軽
減
で
、
軽
減
判
定
基
準

所
得
額
を
改
正
し
ま
す
。

５
割
軽
減
で

万
５
千

28

円
を

万
円
に
、
２
割
軽

29

減
で

万
円
を

万
５
千

52

53

円
に
改
正
し
、
物
価
上
昇

等
を
踏
ま
え
て
判
定
所
得

を
引
き
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
５
類
に
疑
問

委
員
か
ら
、
「
コ
ロ
ナ

を
２
類
か
ら
５
類
に
下
げ

て
も
医
療
機
関
の
役
割
は

変
わ
ら
ず
、
国
の
発
熱
外

来
補
助
金
は
無
く
な
り
、

経
営
が
困
難
と
な
る
」
、

「
コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
一
体
型
の
検
査
キ

ッ
ト
は
５
０
０
０
円
程
す

る
が
、
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
で
は
特
定
す
る

時
間
差
が
あ
り
、
本
当
に

有
効
な
の
か
疑
問
だ
」
、

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
、
不
採
算
品
目
の
薬

価
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
原
材
料
等
の
高
騰

に
よ
り
、
今
後
医
薬
品
業

者
の
減
少
や
、
品
目
の
削

減
が
さ
れ
て
い
く
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。国

保
税
の
納
付
が
、
納

付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
ア
プ

リ
で
読
み
取
っ
て
納
付
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
坂
本

昌
栄
委
員
は
「
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
の
手
数
料

は
」
と
質
問
。

市
当
局
は
、
「
１
件
当

た
り

・
７
円
で
、
全
額

62

市
の
負
担
で
行
わ
れ
て
い

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

菅
井
巌
議
員
が
傍
聴
し

ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

そ
も
そ
も
議
員
の
政
治

倫
理
条
例
は
、
議
員
の
地

位
利
用
や
権
力
の
濫
用
に

対
す
る
も
の
で
、
広
報
発

行
活
動
は
政
治
倫
理
基
準

に
該
当
し
ま
せ
ん
。

政
務
活
動
費
の
会
計
処

理
は
、
議
会
事
務
局
の
助

言
と
指
導
を
受
け
て
行
っ

て
き
て
お
り
、
不
正
は
あ

り
ま
せ
ん
。

「
手
引
き
」
見
直
し
を

受
け
て
、
政
党
活
動
の
過

去
の
按
分
処
理
の
不
十
分

さ
を
訂
正
し
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
に
対
す

る
審
査
請
求
は
、
新
政
ク

ラ
ブ
の
ガ
ソ
リ
ン
代
審
査

請
求
の
「
報
復
」
と
し
て
、

初
め
か
ら
政
倫
審
で
攻
撃

す
る
と
い
う
意
図
的
な
も

の
で
す
。

新
政
ク
ラ
ブ
の
政
務
活

動
費
ガ
ソ
リ
ン
代
は
、
議

員
の
特
権
に
よ
る
公
費
の

自
家
用
車
へ
の
私
的
流
用

で
あ
り
、
犯
罪
に
も
相
当

す
る
問
題
の
個
人
責
任
を

回
避
す
る
た
め
、
政
務
活

動
費
の
「
手
引
き
」
に
責

任
を
転
嫁
し
、「
手
引
き
」

見
直
し
を
図
る
中
で
、
共

産
党
市
議
団
を
狙
い
撃
ち

し
ま
し
た
。

新
政
ク
ラ
ブ
の
議
員
に

対
す
る
審
査
結
果
は
、
委

員
全
員
の
賛
成
で
し
た

が
、
共
産
党
市
議
団
の
場

合
は
委
員
の
可
否
同
数
、

委
員
長
採
決
で
決
め
ら
れ

ま
し
た
。

審
査
経
過
は
異
な
る
の

に
、
議
長
の
措
置
は
同
じ

「
公
開
の
議
場
に
お
け
る

陳
謝
を
勧
告
す
る
」
で
あ

っ
た
の
で
、
党
市
議
団
は

従
う
こ
と
は
出
来
な
い
と

表
明
し
ま
し
た
。


